
城下町探訪１７ 
２００９／７／２３ 橋倉家住宅と辻
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松本市旭 2 丁目 10 番 1 号に県宝橋倉家住宅があります。 

 
上図は「文化年間松本城下絵図」ですが橋倉家は城下町の北東に位置し、江戸時代は東

ノ丁と呼ばれる通りに面していました。地図に見える一帯は武家屋敷でこの地図には屋敷

割がよく表現されています。この一帯は松本藩の実務に携わっていた武士の屋敷が並んで

いました。 
橋倉家の屋敷は間口約 7・5 間、奥行き約 11 間です。（１３・６５ｍ×２０ｍ） 
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橋倉家の間取り 
 

大戸口を入るとそこは土間
ど ま

で左手

〈北側〉は６畳の主人の書斎兼応接

間・8 畳の中の間、8 畳のお勝手が並

び、奥に 10畳の上座敷、8畳の下座敷
し も ざ し き

と 4 畳の納戸
な ん ど

がありました。 
前頁の写真でもわかるように、床の

間つきの 6 畳の二階が設けられてい

ました。 
母屋の後方〈東側〉には渡り廊下で

連結された雪隠があり、狭いが庭も 
付いています。 
この住宅は火災によって焼失し建て

替えられたと伝えられていますが、

建築年代等の資料や伝承は橋倉家に

は残っていないそうです。しかし、江戸時代の武家住宅の形式をよく伝えており、昭和５

１年長野県宝に指定されました。本年、部屋の修理が完了しました。江戸時代 後の当主

は橋倉与兵衛といい、山目付・家老野々山四郎左衛門御附役・糠藁奉行・帳付小奉行等の

藩の実務を担った能吏であり。身分は御徒士
お か ち

でした。 
前頁の橋倉家の玄関横の路上に辻井戸が

あり現在、蓋がされています。左図は松本城

北部の辻井戸の分布です。 
松本の城下町は北に高く南に低い扇状地

上にあり、したがって、女鳥羽付近には地下

水が自噴している井戸が多かったが、北に行

くほど地下水面は深くなり井戸によって生

活用水を得る必要がありました。そこで、藩

は公費で辻井戸を掘りこれを武家に共同で

使用させました。下図は「享保十二年秋改松本城下絵図」で橋倉家の横に辻井戸が描かれ

ています。「享保十二年秋改図」には後の張り

紙があり、「嘉永二年東安原
ひがしやすはら

類焼」とあり、こ

の辺が焼失したので「地割
じ わ り

直
なお

し」とあります。

橋倉与兵衛の名前と間口 6 尺 3 寸・奥行 8 間 5
尺の橋倉家屋敷が記載されているので、橋倉家

は嘉永３年以後建築されたものと推定されます。      

庭 

辻井戸

辻井戸の分布 



              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
上図は松本市内の湧水分布図です。これによれば、橋倉家の一帯は冬には地下水面の標

高は６００ｍ位で、橋倉家付近の標高は約６０９ｍなので井戸を掘って水を得る必要があ

りました。●印は湧水を表していますが、その多くが冬の地下水面の標高が５９０ｍ以下

の地域に分布しています。ちなみに源智の井戸付近の標高は、およそ５８９ｍです。松本

城の堀には湧水が見られますが、松本城本丸天守入り口前で標高は５９０・８ｍです。 

出典 松本城二の丸御殿跡報告書 １９８５ 
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